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【序】これまでに、グラファイト 1およびアルカリ金属グラファイト層間化合物系 2、

さらに C60系
3,4およびカーボンナノチューブ系の各種気体との相互作用 5について系

統的に調べてきており、C60系ナノ空間ならびにカーボンナノチューブ系の両端キャッ

プ近傍のナノ空間が各種気体と強い化学的相互作用を示すことが示唆される。そこで、

C60 系およびカーボンナノチューブ系の両端キャップ構造を導入した竹状カーボンナ

ノチューブについて、各種気体相互作用を調べ、本研究では酸素、窒素、一酸化炭素

などについて検討した。 

 

 

FIGURE 1. Mass-analyzed thermal desorption spectra of diatomic molecule gases 

such as nitrogen and carbon monoxide from solids C
60
, opened multi-wall carbon 

nanotube (OMWCNT) and endcaps multi-wall carbon nanotube (CMWCNT). ６ 



【実験】カーボンナノチューブは、Ｂｕｃｋｙ ＵＳＡ社のＢＵ－200、201、202、

203 をそのまま用いた。多層カーボンナノチューブ 200(CMWCNT)と 201(OMWCNT)は３

－１０層、２－１０ｎｍ径、長さ３－３０μｍ、単層カーボンナノチューブ

202(CSWCNT)、203(OSWCNT)は１.４－３ｎｍ径、長さ１０－５０μｍである。また、

ボストンカレッジで合成されたキャップ構造を多く持つ｢竹状カーボンナノチュー

ブ｣を試料とした。7 酸素、窒素、一酸化炭素などを約１気圧導入し、室温から 200℃

まで 1 日から 10 日間接触させた。そして、試料を液体窒素温度から約 1200K まで一

定の速度（５K/min）で昇温し、2 台の質量分析器を使い昇温脱離スペクトルを測定

した。 

 

【結果と考察】 

 C60系およびカーボンナノチューブ系と CO との相互作用は、低温側から高温領域ま

で多くの脱離ピークが認められるが、N2と脱離スペクトルは主として低温領域のみで

観測される。これら各種気体との脱離プロフィールの違いは、カーボンネットワーク、

カーボンナノチューブの内部ならびに集合状態のナノ空間サイトの電子状態の特異

性を反映している。 

 竹状カーボンナノチューブからの CO の脱離は、140K 付近と 1090K 付近に主ピーク

が観測され、200K－500K に 3 つのピーク、600K－800K にブロードなピークが観測さ

れ、カーボンナノチューブ系に比べ、高温領域において強い相互作用を持つことが知

られた。このことは、C60および両端キャッ

プを有するカーボンナノチューブが強い相

互作用を示すことと考え合わせると、局率

をもつカーボンネットワーク部位あるいは

接合部位が特異的な電子状態を持つことを

示唆している。 
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